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台風，豪雨に伴う浸水被害

名古屋大学減災連携研究センター

ライフライン地盤防災寄附研究部門

田代 喬

発表内容（執筆項目案）

• 台風・豪雨の発生状況～気候変動

⇒集中豪雨の発生頻度増加

• 日本の河川を取り巻く現状

⇒急峻だが海抜ゼロメートル地帯も

⇒地盤沈下と都市化による影響

• 内水氾濫と外水氾濫～東海豪雨

• 台風・高潮～伊勢湾台風

• 浸水被害（水害）から身を守るために

⇒事前（平常時）の備え

⇒発災時の対応，避難
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豪雨を測る～降雨強度（時間雨量）のイメージ～

10～20mm
【やや強い雨】
ザーザーと降り、
地面一面に水た
まりができる。

20～30mm
【強い雨】どしゃ降り
で、側溝や下水があ
ふれ、小さな川の氾
濫や、小規模の崖崩
れがはじまる。

30～50mm
【激しい雨】バケツを
ひっくり返したように
降り、道路が川のよう
になる。

50～80mm
【非常に激しい雨】滝
のように降り、都市
部では地下室や地
下街に雨水が流れ
込む場合がある。

80mm 以上
【猛烈な雨】息苦
しくなるような圧
迫感があり、大規
模な災害の発生
するおそれが強
い。

札幌市危機管理対策室HPより

2000年9月「東海豪雨」以降，最近の「ゲリラ豪雨」でたびたび観測

集中豪雨（時間雨量＞50mm）発生回数の変化

≒大雨洪水警報の発表基準

30-50mm

50-80mm

80mm以上

集中豪雨の発生頻度は増加傾向にある
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・2013年のデータは11月7日まで。
・台風の中心が日本から概ね300km以内に入った場合を「日本
に接近した台風」とした。

過去20年（1994年～2013年）の台風発生個数 東海地方に上陸した台風（近５ヶ年）

・平成２５年は30個の台風が発生
・東海地方へは、毎年１～２個の台風が上陸
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台風経路図：デジタル台風（http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/）

日本を取り巻く状況 台風常襲地域

100年後には、平均気温が1.8～4.0℃。海面水位は18～59cm上昇と予測。
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日本の河川の特性
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利根川1947年（川俣）

筑後川1953年（長谷）

テネシー川
1946年（チャタヌガ）

ウイリアメッツ川
1861年（オレゴン）

ライン川
1993年
（ケルン）

建設省「日本の河川」より

（1）急勾配で水の出（流出）が早い
（2）洪水時のピーク流量が大きい
（3）流出土砂が多量

東京

ロンドン

パリ

濃尾平野（北部）

住宅地より高いところを流れる日本の川
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我が国三大都市圏における
海抜ゼロメートル地帯の比較

伊勢湾流域圏が最も広い面積
を有する！

降雨・流出と都市化

福岡市HPより （独）防災科学技術研究所HPより

浸み込んでからゆっくり流出していた水が都市化により一気に流出するように！
→都市化した地域に「ゲリラ豪雨」が降ると，水害リスク増大！！
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※原則的に盛土構造
※洪水時に越水氾濫させない

裏法

天端

表法

高水敷

低水護岸

計画高水位（HWL)

現河床

計画河床高

計画堤防高

余裕高

破堤後の応急処置（新川，東海・恵南豪雨）

表法

洪水防御の問題

越水以外の破堤：
（例）パイピング→すべり破壊

浸潤面

裏法尻からのパイピング
（浸透水の流出）

すべり破壊面

～施設による防御の限界～

堤防に関わる問題

多額の費用がかかる

氾濫（浸水）とその要因 原義：川の水などが増して勢いよくあふれ
出ること。洪水になること。

内水氾濫→｢雨水排除｣（下水道）
外水氾濫＝洪水の溢・越流，破堤
→｢河川管理｣(治水）堤防，ダム・遊水地
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東海豪雨（2000年9月）：内水・外水氾濫

新川における破堤

名古屋市周辺の浸水状況

外水氾濫

内水氾濫

東海豪雨：浸水・氾濫状況

新川の堤防決壊による西枇杷島町の浸水状況

庄内川の出水西枇杷島駅の浸水
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東海（・恵南）豪雨：気象の特色

2000年9月11日19時の天気図

秋雨前線

台風14号 湿った空気

※台風からの暖かく湿った空気が秋雨前線を刺激
※時間最大雨量93mm，総雨量567mmを記録

出典：（社）中部建設協会「忘れない、東海豪雨」（2010年9月）ほか

東海豪雨：庄内川・新川の出水
庄内川の出水状況

新川の出水状況

計画高水位（HWL）を4時間超過

計画高水位（HWL）を13時間超過

庄内川から洗堰を介した新川への分派流
量により，新川における長時間の高水位
が観測され，結果的に新川で堤防決壊

出典：（社）中部建設協会「忘れない、東海豪雨」（2010年9月）ほか

洗堰を介して
洪水時に接続

新川

庄内川

庄内川

矢田川

新川へ

遊水地
（庄内緑地公園）

洗堰（越流堤）
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伊勢湾台風（1959年） ：驚異的な高潮
気圧の推移と潮位の変化

当日は小潮で満潮とも一致していないにもかかわらず，強風に
よる吹き寄せと低気圧の吸い上げにより最高潮位を記録

写真提供：日映映像

伊勢湾台風：気象の特色

出典：（社）中部建設協会「伊勢湾台風50年誌「語り継ぎ、伝える」」，2009年9月

昭和34年（1959年）9月26日21時の天気図

風速45m/sの名古屋市中区納屋橋（中日新聞）
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伊勢湾台風：高潮による浸水被害

伊勢湾台風：高潮による被害②
名古屋港から市街地の被災状況 山崎川河口付近の貯木場からの木材流出

飛島村筏川付近の輪中堤仮締切工事
出典：中部地区自然災害科学資料センター（陸上自衛隊撮影）

http://www.h-kenkou.com/pplog2/img/8-1.jpg

現在も残る貯木場がかつては
多数あり，ここからの木材流出
が被害に拍車をかけた．．

高潮堤防は完成し，被害から55年を経た現在，
「スーパー伊勢湾台風」が来襲した際の被害最小化策※が議論されている
※「東海ネーデルランド高潮・洪水地域協議会」による危機管理行動計画など
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水害に備えた準備
雨水排除の確保：雨水ます・排水溝の清掃
避難生活に備えた備蓄・持ち出し品の確保
ハザードマップ確認：安全な避難経路の確保

想定される水害の発生状況を
地図上に表示

洪水ハザードマップ整備状況

http://www1.gsi.go.jp/geowww/disapotal/publicate/index.html

①複数の決壊箇所を想定します。

決壊箇所

浸水想定区域図の作成手順

河川の洪水防御の
ための計画の

基本となる降雨で
計算

時間の経過によって氾
濫域は異なりますの
で、最大浸水域を計算

しています。

②それぞれの最大浸水域を計算しま
す。

③浸水域を重合せます。

④浸水想定区域の公表

浸水想定区域図（＋α）の提供を受けて市町で作成

http://disaportal.gsi.go.jp/国土交通省ハザードマップポータルサイト
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洪水時の情報収集

愛知県・川の防災情報 http://www.kasen‐owari.jp/

国や都道府県は、洪水時に予め定められた「基準水位観
測所」における水位の情報を提供。基準水位観測所で
は、災害発生の危険度に応じた基準水位が設定されてい
る。

（特別警戒水位）
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「避難勧告」の発令

洪水により家屋浸水等の被害を生
ずる氾濫の起こる恐れがある水位

「避難準備情報」の発表

住民の避難判断の参考となる水位
（はん濫危険水位から情報伝達、
避難に要する時間を考慮して設定）

住民に対し、氾濫に関する情報へ
の注意を喚起するための水位水防団待機水位

水位

4
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2
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3
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1

5

レベル

はん濫の発生

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水位の上昇と洪水リスク，避難のタイミング

名古屋市など一般的な行政対応（2014.8時点）

以下を上回るリスクが判断されると

避 難 指 示
が発令



2015/2/3

13

洪水時に避難するためには・・・

http://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/20‐2‐6‐6‐0‐0‐0‐0‐0‐0.html

高いところに避難するのが原則

避難所は安全でもたどり着くまでが
危険かもしれない

水害から身を守るために・・・
ますます深刻化する水害への備え：

• （日常時）避難時持ち出し品・備蓄の確保

• （日常時）ハザードマップなどを参照して，身近
な地域の水害リスクについて情報収集

⇒危ない地域には近づかない工夫

⇒発災時の避難行動・生活をシミュレートする

・・・「地名」が示す危険度も有用な情報

・・・指定避難所まで安全に行けそうか？

・・・鉛直（2階以上に）避難した方が良いかも

• （日常時）身の回りの雨水排除施設の点検

• （日常時）雨水を貯えて他所に余計に流さない

⇒内水はん濫の予防

• （洪水時）「川の防災情報」，雨量観測情報
（例：XRAIN）などで，豪雨，水位変化，氾濫状
況を収集し，市町村の避難情報を確認しなが
ら落ち着いて行動

＜ＸＲＡＩＮ（国土交通省ＸバンドＭＰレーダ）＞

高
頻
度
（
5
倍
）

高
分
解
能
（
16
倍
）

【既存レーダ】
（Ｃバンドレーダ）

・最小観測面積：
１ｋｍメッシュ

・配信周期： 5分
・観測から配信に
要する時間：
5～10分

【ＸＲＡＩＮ】
（ＸバンドＭＰレーダ）

・最小観測面積：
250ｍメッシュ

・配信周期： 1分
・観測から配信に
要する時間：
1～2分

＜XRAINの特徴＞

⇒iphoneアプリ「Xバンド雨量」も活用可能！身近な水から、自ら、考えましょう！！


